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                                            ／るほど，当事者全体の利益は大きくなる」ということに気づくかどうかであった．
 すたわち，彼らのモデルにおいては，各プレーヤーがお互いにおかれた状況を理解すること
によって，より広い視野に基づく行動の選択が可能となる，ということが仮定されていたので
あった．しかしたがら，状況の正しい理解が必ずしも正しい行動の選択に結びつかたいのは人
の世の習いである．M－PDゲームの実験結果をみるかぎり，C反応の選択がもたらす抽象的，間
接的た利得は，D反応の具体的，直接的な利得をまのあたり応じた各プレーヤーにとっての指
針にはたりえなかったように思われる．
 どこ．ろで，村田氏はN－PDゲームをジレンマ研究に適用するにあたり，「プレーヤーが自ら
のおかれた場面の利得構造をどのように認知しているか」という点のチェックが必要であるこ
とを指摘されている．この指摘自体は，⑦実験者自身が時として「実験事態が必ずしも自分自
身が意図したように被験者には受けとめられていたいのではたいか」といった不安にとらわれ
ること，◎多くのM－PDゲームの実験がKe11eyらの枠組をそのまま踏襲しており，それが果
して日本でも通用するかについての吟味を怠っていたこと  たとえは，個人利益を追求した
ければ，それは共通利益を目指した反応であるといった考え方一1たどを併せて考えるなら
ば，まさに異論のないところである．ただ多少気にかかる点は，個々人の認知過程を強調する
ことは，「各プレーヤーの反応はその人の認知枠組を反映したものであり，それ以上でも，それ
以下でもたい」といった結論に至らざるをえたいのではなかろうか，ということである．実験
的方法は，人々の平均的反応を云々する場合においてのみ有効であると考えるたらば，実験場
面における個人の認知枠組の強調は一体そこから何を導き出そうとするのであろうか．
 心理学者はあらゆる社会現象を個人の心情や心持に還元して説明しようとする性癖をもつと
言われているが，ジレンマ研究にあたってはそうした個人の思惑だけでは如何とも・しがたい社
会的現実というものを正面から見据えていかなければ問題の解決には至らたいのではなかろう
か，というのが私の感想である．
